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がん診療連携拠点病院の新規指定に係る推薦について   

標記について、「がん診療連携拠点病院の整備に関する指針」（平成20年3月1日健発  

第0501001号厚生労働省健康局長通知の別添）に基づき、推薦意見書及び2次医療圏の  

概要並びに推薦書を添付の上、下記の医療機関を推薦します。  

記  

地域がん診療連携拠点病院  

大館市立総合病院  

市立秋田総合病院  

（新規推薦）  

（新規推薦）  

秋田県厚生農業協同組合連合会秋田組合総合病院（新規推薦）  

（新規推薦）  医療法人明和会中通総合病院   

【担当】  

〒010－8570  

秋田県秋田市山王4－1－1  

秋田県健康福祉部医務薬事課   

調整・医療班 佐々木  

電話018（860）1401  

FAX O18（860）3883  

E－mailkaoru－S＠pref．akita．1g．jp  
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秋田県 2次医療圏の概要  
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秋田細合総合病院  
、（地域拠点）  秋田周辺医療圏  
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★ 今回推薦病院   

7キ 旺指定病院  

「＿＿＿」  

湯沢・雄勝医療圏 （ゆざわ・おがち）  

】 
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2 医療圏の概要  

医療圏名   面積（kn旬   

がん診療連携拠点病院  
人口  人口割合雄）  人口密度  病院数          既指定  今回推薦  計   

大 館・ 鹿 角  1，800．57   124，544  11．0  69．2   0   

北  秋  田  1．側9．39   42．464  3．了  30．1   4   0   0   0   

能 代 ・ 山   1．190．88   95．399  8．4  80．1   8   0   

秋  田  周   1．693．69  429，了96  37．9  253．8   30  （1） 2   3  （1） 5   

由利本荘・にかl  1．朝9．65  117．293  10．3  80．9   8   0   

大 仙 ・ 仙1  2，128．12  146．478  12．9  68．8   8   
0   

横   693．59   102，548  9．0  147．9   4   0   

湯 沢 ・ 雄  1，225．04   75，511  6．7  61．6   5   0   

計   11．590，93  1，134．033  100．0  97．8   78  （1） 7   4  （1）11   

（）内は都道府県がん診療連携拠点病院で内乱人口は平成17年国勢調査によるD  

ー1－   
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推 薦 意 見 書  
秋 田 県  

1秋田県のがん対策におけるがん診療連携拠点病院の役割  

秋田県は、がん診療連携拠点病院を、「秋田県がん対策推進計画」に基づき、がん  

対策を総合的、計画的に進めていくための中心的役割として位置付け、各種施策・  

事業に積極的に取り組んでいきます。  

県内がん医療の均てん化の推進  

ミんによる死亡率全国ワーストワンからの脱却  

（1） がんによる死亡の状況  

る死亡率は、352．5（平成19年人口10万人対の粗死亡率）とな  秋田県のがんによ   

っており、平成9年以来11年連続して全国で最も高い数値となっています。また、部  

位別では、胃、食道、胆のう、膵臓のがんで全国で最も高くなっているほか、大腸、乳  

房、肺など、ほとんどのがんにおいて全国平均を上回っている状況にあります。   

また、75歳年齢調整死亡率に関しても97．2（平成18年人口10万人対）と4番  

目に高い数値となっています。   

（2） がん診療連携拠点病院の整備にかかる方針   

このような状況をできるだけ早く改善し、県内どこでも安心して質の高いがん医療が  

られる診療体制の構築が不可欠であり、県としてがん診療連携拠点病院を中心とし  受け   

た地域の医療機関との連携をこよるがん医療の均てん化を実現できる体制の整備を推進し  

ています。   

秋田県では、これまで都道府県がん診療連携拠点病院が1病院、地域がん診療連携拠  

点病院が6病院の計7病院の指定を受けているところですが、面積（11，612krぱ、東京  

都の5倍強）が広いことに加え、中山間地を多くかかえており、交通の利便性などの地  

－ 2 一  
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域特性から、8つの二次医療圏すべてに地域がん診療連準拠点病院の指定を受けた病院  

を整備することを目標としています。   

また、中山間地の規模の小さい病院では、医師の確保が大きな課題となっており、病  

床数の減少、病棟の休止や病院の統廃合も進められています。こうした状況の中で、各  

三次医療圏において中核となる病瞑をしっかり位置づけ、圏域内の各医療機関との準携  

により地域医療の充実を図ることが、極めて重要であると考えています。   

さらに、秋田周辺医療圏については、秋田県人口111万人（平成17年国勢調査）の  

うち、38％、約42万人が集中しており、県内におけるがんの手術件数の約5割が行  

われています。これまで秋田周辺医療圏において今回推薦する複数の病院が中心となっ  

てがん医療を担い、かつ県内医硬を牽引してきた現状を嘩まえ、それぞれの特徴を活か  

し連携を襲化することにより、秋田周辺医療圏はもとより、これに隣接する医療圏を含  

む県内全体のがん診療の均てん化を推進することが可能となります。   

こういったことから、秋田県では、がん診療連携拠点病院以外の各圏域の主要な病院  

に対して、瑚の整備を促進するなど、早期に目標  

を達成するための取組みを進めてきました。  

※ 秋田周辺医療圏に係る整備方針については、「3 秋田周辺医療圏において複数病院が   

指定されることの効果」に記載しています。  

秋田県のがん診療の連携体制  

がん医療に関する情報交換  
連携、診療支援体制の構築  
がん登録の推進  
都道府県レベルの教育研修計画の策定  
地域連携クリテイカルパスの整備 等  

療連携協議会  

l 鮎  
いつでもどこでも鰐の高い医療を  

受けられる体制づくリ  

√／′崩「、、）  
＼、－ 医療圏 ／  

市立秋田総合病院  

秋田組合総合病院  大館市立総合病院  

秋田赤十字病院  

中通総合病院  

J′一  

．＿一一一一一′‾     ＼ ／／ 横手 ＼  
大仙・仙北＼＼）  ．／／福利本荘・にか虐＼1  

＼、＿＿＿ 医療圏 ノ／／／  医療圏ノ．／  、．、、 医療圏  

l＿雄鱒チ央卒院：J   由利組合総合病院  

－ 3 －  
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（3） 今回の推薦決定にかかる過程   

これらを踏まえた県内のがん診療連携拠点病院の整備方針や連携のあり方等について  

は、昨年度の「秋田県医療保健福祉計画」及び「秋田県がん対策推進計画」の策定過程  

において、．県民や関係者の意見を聴いた上で、同計画に位置付けています。  

※参考：次頁の「秋田県がん対策推進計画」（抄）   

今回の推薦につきましては、各二次医療圏の中核的病院におけるこれまでの体制整備  

状況をふまえ、上記計画との整合性を図りながら、医師会等の関係団体や関係医療機関  

等と十分調整した上で決定しています。  

◇ 以上の（2）の整備にかかる方針及び（3）の決定までの過程に基づき、今回、「大   

館・鹿角医療圏」の「大館市立総合病院」、及び「秋田周辺医療圏」の「市立秋田総合   

病院」、「秋田組合総合病院」、「中通総合病院」の3病院の計4病院を推薦しました。   

しかしながら、万一このような考え方をお認めいただけない場合におきましても、が  

ん診療連携拠点病院が指定されてない空白医療圏をできるだけ早く解消し、県内全域で  

質の高いがん医療を提供できる体制を確立する必要があります。   

現在、空白医療圏である「大館・鹿角医療圏」においては「大館市立総合病院」を推  

薦しております。また、同様に空白医療圏である「北秋田医療圏」においては、隣接す  

る「秋田周辺医療圏」の「秋田組合総合病院」が、通院圏域であり、同医療圏の医療機  

関との緊密な連携関係を築いておりますので、こうした実情についてご配慮いただきた  

いと考えます。  

＜決定まで経緯＞  

◇がん対策推進計画検討委員会における検討  

◇がん医療懇話会における県民との意見交換  

◇パブリックコメントの実施  

◇秋田県医療審議会における審議  

◇秋田県医師会との協議  

◇秋田県がん診療連携協議会における協議  

◇「秋田県がん対策推進計画」及び「秋田県医療医療保健計画」における  

位置付け  

秋田県民の総意・切なる願い  

－ 4 －  
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（4） 「秋田県がん対策推進計画」において重点的に取り組むべき事項  

がん対策を実効あるものとして確実に推進していくため、秋田県におけるがん対策   

の状況等を踏まえ、特に取り組むべき分野を重点化し施策の方向を定めるとともに、   

実現可能な目標を掲げ、総合的かつ計画的ながん対策を進めていきます。  

【重点事項】  

（むがんの予防と早期発見   

②放射線療法及び化学療法の推進と人材の育成   

＠がん診療連携拠点病院の整曝   

④治療の初期段階からの緩和ケアの実施   

⑤がんに関する情報提供と相談支援の充実  

⑥がん登録の推進  

※ 

口て票雷‡ア 

l  

l  

：（参考）  
l  

【秋田県がん対策推進計画】（抄）  
l  

：4 がん医療機関の整備と連携体制の構築（取組み）  

：（1）がん拠点病院の整備とネットワークづくり  
l  

ア がん拠点病院の整備  

：・がん拠点病院の整備方針として、秋田大学医学部附属病院を県のがん拠点病院として、：  

‡ さらに各2次医療圏毎に－箇所の地域のがん拠点病院を整備し、地域の病院、診療所と；  
の連携を図りながら、県民に対して質の高いがん医療を提供していくこととし、未整備；  

； の2次医療圏にあっては、候補となる病院の診療機能の強化等を促進します。  

・秋田周辺医療圏については、既にがん拠点病院の指定を受けている「秋田赤十字病院」；  

；  望握と、国の指定要件を充たしている「市立秋麟合総合病院」、「中：  
I 

l  

：  通総合病院」の4病院が中心となってがん医療を担ってきた現状を踏まえ、4病院を蝿：  

； 域のがん拠点病院とすることを娼すこととし、それぞれの特徴を活かし連携を強化す；  
： ることにより、同医療圏及び隣接する医療圏を含めた地域のがん診療の均てん化を推進：  
l  

： します。  
l  

l  

l  

l   

ー 5 －  
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2 各推薦病院の概要  

（1）大館・鹿角医療圏について  

〔大館市立総合病院〕  

大館・鹿角医療圏は、2市1町からなり、県の北東部に位置し、圏域人口9万人を有   

します。  

今回推薦する大館市立総合病院は、大館市の中心部に位置し、同市が開設し、493   

床を有する医療機関です。これまで、救急診療、エイズ中核病院、災害拠点病院、周産   

期医療センター、臨床教育病院をはじめ、各種学会の認定施設として指定を受け、昼塞   

部の中核的病院としての役割を担っています。   

また、平成17年7月から着手していた増改築工事が今年8月に完成し、新しい環境  

でより一層のレベルの高い医療を提供する体制を整えています。   

特に、平成18年に外来化学療法室を開設し、化学療法に係る多くの実績を有するほ  

か、日本臨床腫瘍学会の認定研修施設の認定を受けているなど、教育にも積極的に取り  

組んでいるところです。今年度は、国立がんセンター主催のがん化学療法医療チーム養  

県内における化学療法の普及  成にかかる指導者研修に同病院チームが参加したことで、   

と一層のレベルアップに貢献することが期待されています。  

（2）秋田周辺医療圏について  

〔市立秋田総合病院〕  

市立秋田総合病院は、秋田市が開設している病院で、同市の西部に位置し、同市内西   

部区域のほか、隣接する由利本荘市などからの通院圏域ともなっています。  

同病院は、公設の総合病院として、各診療領域での診療体制の充実を図っております。  

県内で唯一の緩和ケア診  特に、緩和ケアの領域にあっては、緩和ケア外来を開設し、   

療加算の届埋受理施設であるほか、同病院の緩和ケアチームは県内医療機関の指導的な  

役割を担っており、主催研修会の開催はもとより、全国各地で開催される研修会等へ度  

々講師として招聴されるなど、その実績が評価されているとともに、県内緩和医原や水  

準の向上に大きく貢献しています。   

がん治療では、肝がんに対して行われる血管造影下動脈塞栓術とラジオ波焼灼療法に  

ついて、豊富な実績を有しています。治療後のC型肝炎に対しては、インターフェロン  

治療を積極的に導入するなど、再発予防にも力を入れているほか、  いち早く肝がんの地  

域連携†くろを導△し、地域の医療機関との一貫した連携体制により、患者の術後のケア  

にも力を入れています。   

このほか、前立腺がん、膜胱がん、腎がん等の泌尿器系がんの分野において多くの実  

績を有します。  

－ 6 －  
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〔秋田組合総合病院〕  

秋田組合総合病院は、秋田市の北部に位置しておりますが、医療圏内の秋田市北部区   

域、男鹿市、潟上市、南秋田郡のほか、隣接する北秋田医療圏、能代・山本医療圏など   

かちの通院圏域ともなっており、これらの地域に所在する各医療機関との密接な連携体   

制を築いています。特に、がん診療連携拠点病院が未指定である北秋田医療圏の連携支   

堕体制をカバーする重要な役割を担うことになっています。  

また、秋田県では、秋田県厚生農業協同組合連合会が開設している病院が各医療圏に   

所在し、それぞれの地域の中核的な役割を果たしていることから、そのネットワークを   

活用することが、県内の均てん化を図る上で効果的です。秋田組合総合病院はこの室ヱ   

トワークの中心的な役割を担っていることから、がん診療連携拠点病院に指定されるこ  

とにより、医療圏の枠組みを超えた診療連携の確立において、大きな意義があります。   

がん診療においては、昭和42年に放射線治療装置と専門病棟を備えたがん治療セン  

ターを開設するなど、いち早くがん専門治療に取り組んでいます。   

緩和ケアに関しては、敷地内に訪問看護ステーションを併設し、地域の医療機関と連  

携した在宅医療に力を入れているとともに、県内唯一の緩和ケア病棟を有する外旭川病  

院が近隣に所在することから、ホスピスまたは在宅での緩和ケアについて、連携により  

患者や家族の希望に添った療養が提供できる体制を整えています。  

〔中通総合病院〕  

秋田市の中央部に位置し、同市内中央部のほか、JR秋田駅に近い立地条件から鉄道   

を利用しての他医療圏からの通院圏域となっています。  

中通総合病院は、医療法人明和会が開設する病院で、他にリハビリ専門病院、5ケ所   

の訪問看護ステーション、2カ所の健診施設などを有し、予防から治療、リハビリ 、在   

宅医療まで、包括的な医療を実施しているほか、地域に密着したプライマリ・ケアや生   

活習慣病に対する医療、高齢者医療に取り組んでいます。  

がん診療においては、乳力嘩畢存療   

準に力を入れているほか、リンノ卿浮腫を蒋？患考の苦痛   

卵充実を図っています。  

放射線治療においては、根治照射、術前照射、術後照射及び緩和的照射、さらに化学   

療法を組み合わせた治療を積極的に実施し、多くの実績を有しています。  

また、小児科領域の造血琴腫瘍の診断・治療で、幹細胞移植を含む集学的治療及び緩   

和治療を実施しているなど、血液がんの分野で多くの笑顔があります。  

このほか、今年度は、相談支援センターをリニューアルし、医療・療養・生活上の相   

談への対応のほか、セカンドオピニオンを行なう医師の紹介、インターネットによる検   

索、書籍の貸し出しなどの情報提供のほか、患者団体が主催するがんサロン活動にも積   

極的に協力しており、総合的な相談支援体制の充実に力を入れています。  
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3 秋田周辺医療圏において複数病院が指定されることの効果   

今回、秋田周辺医療圏からは3病院を推薦し、昨年度に「秋田赤十字病院」が指定を受  

けており、この3病院が指定を受けることで、計4の地域がん診療連携拠点病院となりま  

す。今回の3病院が、県内がん診療のネットワークの中核として参加できることで、秋田  

秋田県全体のがん診療の質の向上及びがん診療の連携協力体制の  周辺医療圏はもとより、   

整備がより・一層図られることになります。  

秋田周辺医療圏の連携体制  

秋田県がん診療連携協議  
（特徴）  

・医療圏北部（男鹿市、渇上市、  

南秋田郡）、北秋田周辺医療圏  

への支援  
・在宅支援  
・肺がん など  

（特徴）  

・緩和ケア  
・肝がん、泌尿器系がん など  

＼  
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医療圏レベルの教育研修計画の策定  

地域連携クリテイカルパスの整備  等  

宣（特徴）  
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．・リンパ浮腫対策  
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（特徴）  

・胃がん、大腸がんなど消化管系  

のがん など  「「■  

レ／／ノ 連携・協力  

中通総合病院  

地域の病院t診療所  

（1）患者の動向  

秋田周辺医療圏からは今回3病院を推薦しましたが、同圏域は、前述の通り、県内人   

口の約4割を抱える上、悪性腫瘍の集学的治療の症例数では県内の62％（平成18年医   

療施設機能調査）を秋田周辺医療圏の医療機関で占めているなど、高度な医療機能を求め   

て患者が圏外から集中する傾向が著しくなっています。  
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（2）診療連携体制  

がん診療に限らず、これまで同圏域の病病及び病診連携体制は当該4病院を中心に形   

成されてきた経緯があります。このため、そ咽りつ   

っ、これ草で築いてきた連準体制を活用した総合的な推進体制を構築していくことが、   

圏域内のがん診療の均てん化を図っていくために、最も効果的であると考えています。  

今後も、関係者による調整会議を設置するなど、情報交換や協議のための体制づくり   

を進め、がん診療連携拠点病院間の連携を確保した上で、地域の医療機関への診療支援、  

医卿と活用、住民への啓発  

などの事業を実施していくことにしています。  

（3）他の二次医療圏との関係  

県内8つの医療圏のうち、現在、がん診療連携拠点柄院の指定要件を充足する病院が   

ない北秋田医療圏をカイ1－するた吟に複数痛院の指定が必要です。  

また、がん診療連携拠点病院が指定されている医療圏にあっても、肺がんや、発症頻   

度の低いがんなど、専門医が不足している分野等において岬した   

実績の豊富な病院叫酎那引こついても支援していく必要がありま   

す。  

【指定による具体的な効果】  

「市立秋田総合病院」、「秋田組合総合病院」、「中通総合病院」の3病院が、がん診   

療連携拠点病院として指定されることにより、次のような効果が実現されます。  

（1）がん診療の質の向上が図られます。  

○ それぞれの分野で特徴があり、専門的ながん診療を実施している当3病院が、   

診療支援、医療従事者の教育研修など、「がん診療連携協議会」の事業の推進に   

関わることで、県内全体のがん診療のレベルアップと均てん化が図られます。  

※ 日本がん治療医認定機構がん治療認定医については県内31人中7人が、がん関  

連分野にかかる認定看護師については12人中5人が、がん薬物療法認定薬剤師に  

ついては3人中2人が当3病院に所属しています。  

がん診療連携拠点病院における日本がん治療医認定機構がん治療認定医の配置  

（現状）17人 （3病院分を含めると24人）  

（目標） 40人  

・がん診療連携拠点病院におけるがん関連分野にかかる認定看護師の配置  

（現状）   3人 （3病院分を含めると8人）  

（目標） 25人  
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○ 開催指針に基づくすべてのがん診療に携わる医師を対象とした緩和ケア研修  

の実施が早期に達成されます。  

※ 県内唯一の緩和ケア診療加算届出受理施設である「市立秋田総合病院」は今年7   

月に緩和ケア研修会を実施しているほか、同病院の医師及び認定看護師が県内外の   

研修会で指導しています。  

■すべてのがん診療に携わる医師が標準プログラムによる緩和ケア研修を修了  

（現状） 医師69人（他に看護師82人、薬剤師29人、その他職種6人）  

（目標） すべてのがん診療に携わる医師及び緩和ケアチームの看護師等  

○ 匿旦がん登録事業が推進されます。  

※ 多くのがん患者を診療している当3病院（秋田大学医学部附属病院に次ぐ、県内  

で2／－、－ノ4番目）が、院内がん登録事業の取組みに参画し、院内がん登録のデータが  

蓄積され、解析されることで、県内がん対策の推進に大きく貢献します。  

なお、秋田県では、秋田大学医学部附属病院への委託事業により、県内がん診療  

連携拠点病院における院内がん登録データの集約、分析を始めています。  

■県内がん診療連携拠点病院の院内がん登録データの収集・分析・公開  

（現状） 各がん診療連携拠点病院において登録データを収集中  

（目標） がん診療連携拠点病院の院内がん登録から得られたデータを分析し、  

その結果を公開するとともに、がん対策推進事業へ反映  

○ リンパ浮腫対策が推進されます。  

※ 「中通総合病院」では、県内で唯一「リンパ浮腫ケア外来」を実施しているほか、   

小冊子「リンパ浮腫ハンドブック」の作成・配布や、乳がん患者団体の学習会等で   

の普及啓発を行っています。  

リンパ浮腫外来の実施またはリンパ浮腫セミナー等の普及啓発事業を実施  

（現状） 2病院  

（目標） すべてのがん診療連携拠点病院  

○ 塑僻t充実が図られます。  

※ 「中通総合病院」では、がんサロン活動などの患者団体の活動を支援してきた実  

績を有するほか、相談支援機能が充実しています。今後、これをモデルとして県内  

の他の医療機関へ普及していきます。  

なお、秋田県では、がん患者団体が行うがんサロン事業への助成支援のほか、が  

ん患者経験者を対象としたピアサポート研修会の開催や、がん患者と相談支援セン  

ターー職員との意見交換を場を設定し、相談支援センターと患者団体が連携して行う  

相談支援活動を促進しています。  
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・相談支援センターと患者団体とが連携・協働して行うがんサロン事業等の相談   

支援事業の実施  

（現状） 1病院  

（目標） すべてのがん診療連携拠点病院  

（2）がん診療の連携協力体制の整備が一層図られます。  

○ がん診療連携拠点病院の空白域をカバーできます。  

※ 「秋田組合総合病院」は、診療支援、人材育成、相談支援など、「北秋田医療圏」  

の医療機関との連携を図ります。  

2次医療圏におけるがん診療連携病院を中心としたがん診療連携体制の整備  

（現状） 6医療圏／8医療圏  

（目標） 8医療圏／8医療圏  

○ 地域連携クリテイカルパスの整備が促進されます。  

※ 「市立秋田総合病院」は、肝がん領域において地域連携クリティカルパスの実用  

に関し実績を有しています。今後、これをモデルとし、秋田県がん診療連携協議会  

が中心となって全県への普及及び他領域への拡大を目指します。  

・がん診療連携拠点病院における五大がんにかかる地域連携クリテイカルパスの  

整備   

（現状） なし  

（目標） すべてのがん診療連携拠点病院  
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4 秋田県におけるがん対策の取り組み  

がん総合対策推進事業の推進   

がん診療連携拠点病院の機能を生かし、がん対策を総合的、計画的に推進する  

ため、今年度から施行している「秋田県がん対策推進計画」に基づき、厚生労働  

省のがん対策推進特別事業の活用のほか、県独自の事業の実施を含む各分野にわ  

たる取り組みを積極的に展開しています。  

（1）特徴的な取り組み  

人材の育成  

○ がんプロフエツショナル養成プラン   

秋田大学が弘前大学、岩手医科大学、岩手県立大学との共同により実施し、北東北に  

おける総合的がん専門医療人を育成します。  

・専門医師養成コース’：放射線、化学療法、緩和ケア、臨床試験研究の専門医を養成  
・インテンシブコース：地域基幹病院のがん専門医を養成  

・専門コメディカルコース：看護師、薬剤師、医学物理士を養成  

○ 認定看護師の育成  

がん看護の質の向上を図るため、資格取得に向けた研修期間中の代替職員の雇用、奨   

励制度の創設等の医療機関が行う環境整備など、認定看護師育成に要する経費に助成し   

ています。  

緩和ケア  

○ 地域の実情に即した緩和ケア提供休制の構築  

患者団体の代表、医療関係者、福祉関係者等からなる「秋田県緩和ケア推進委員会」   

を設置し、在宅緩和ケアの連携体制やホスピスの整備など、地域の実情に即した総合的   

な緩和ケア推進体制の構築に取り組んでいます。  

○ 県内緩和ケア関係者の総力を結集した開催指針に基づく緩和ケア研修の実施  

・県、医師会、秋田県がん診療連携協議会、秋田県緩和ケア研究会誉の連携により、県   

内緩和ケア関係者の総力を結集した研修実施体制をいち早く確立しました。  

※ 県内の緩和ケアに従事する医療従事者や緩和ケアに関心のある者等により組織され、緩和ケア   

の体制整備や、人材の育成等により、がん患者とその家族のQOLの向上を目的としています。   

県が、厚生労働省の開催指針に準拠した実施要綱を策定するとともに、  

手続きの標準化を図り、関係機関への趣旨等の徹底を図りました。  

プログラムや  

コメディカルの参加者に  看護師、薬剤師等のコメディカルの希望者も参加対象とし、  

は県知事が修了証書を交付しています。なお、多職種の参加により、ワークショップや  
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